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職

レ
ポ
ト
ト

一

， ″笏“協轟纂・一］砕‐ヽちた̈一］”“一け時 摂
で
、
広
義
に
は
丹
波
の
南
西
部
の
、

ご
く

一
部
も
含
む
広
い
低
い
出
地
だ
。

最
高
の
深
山
で
も
七
九
〇

・
五
――
で
、

京
都
北
山
よ
り
低
い
。
し
か
し
入
山
者

が
少
い
の
で

‐多
く

の
場
合
、
踏
跡
も
う

す
く
、
他
の
登
山
者
や
、
樋
報
一
頼
れ

る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
。
横
尾
山
Ｌ
八

四

・
九
層
、
嚇
ポ
鮒
ガ
岳
七

一
五

・
一

厨
、
ひ
る
が
岳
五
九
二
・
七
層
と
地
味

な
低
山
を
、
わ
が
志
登
高
会

が
登
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
大
人
の
引
率
は
な
い
。

ナ
タ
を
持
っ
て
の
山
行
だ
。

最
初
の
出
す
横
尾
山
は
三
つ
の
う
ち

最
も
難
し
い
山
で
手
ご
わ
か
っ
た
。

一
九
七
八
年
六
月
十
八
日
、
晴
の
ち

一
時
雨
．
朝
、
森
上
を
た
つ
。
暗
椰
彰

木
立
の
浮
―――――
を
越
え
行
者
「

へ
。
剣
尾

ＩＬＩ
と
横
尾
山
が
並
び
、ヽ
そ
の
間
の
尾
根

は
緩
や
か
な
曲
線
を
描
い
て
い
る
。
参

加
者
は
、
小
林
、
松
尾
、
能
日
、
ぼ
く

の
四
人
．
剣
尾
山

へ
Ｌ
ハ
ィ
キ
ン
グ
コ

一
】
情
麟
』
世
知
囃
肺
岬
「
露
耐
び
瞬

て
、
や
っ
と
剣
尾
山
頂
。
東
か
ら
北
に

か
け
て
は
京
都
北
山
、
丹
波
高
地
が
続

き
、
北
西
に
深
山
、
西
に
は
横
尾
山
と

ト
ン
ピ
カ
ラ
の
尾
根
、
南
に
は
北
摂
南

部
、
橋
興
げ
塊
（鶏
畳
貯
藩
■

六
甲
が

実
に
大
き
い
。

ひ
る
が
岳
も
確

認
で
き
る
。

休
息
の
あ
と

横
尾
山

へ
向
か

う
。
少
し
行

っ

た
笹
原
の
た
こ

ろ
で
、
横
尾
山

か
ら
来
た
人
た

ち

と
出

会

っ

た
。
ど
こ
か
の

山
岳
部
か
山
岳

会
だ
ろ
う
。
か

な
―夕
の
人
数
で

重
装
備
だ
。
僕

た
ち
を
見
一て
シ

ラ
ケ．
た
顔
を
し

て
い
る
。
こ
ん

な
ヤ
ブ
山
で
中

学
生
に
会
う
と

は
思
わ
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
進
む
と
笹
が
一乱
く
な
り
、
目

印
を
つ
け
な
が
ら
進
む
。
と
う
と
う
笹

が
身
長
ほ
ど
に
な
る
。
松
尾
な
ど
笹
の

下
に
な
っ
て
い
る
。
平
泳
ぎ
や
潜
笹
？

で
横
尾
山
願
物
樹
林
に
入
つ
、
笹
原
を

横
断
し
て
櫓
の
あ
る
山
頂
に
着
く
。
山

頂
は
北
と
南
が
開
け
、
人
の
気
配
は
な

い
。
ト
ン
ピ
カ
ラ
の
岩
峰
を
通
っ
て
下

ろ
う
と
す
る
が
、
性
ｔ
ブ
が
ひ
ど
く
、

に
■
国
境
を
そ
の
ま
ま
行
け
そ
う
だ
っ

た
が
、
時
間
も
な
く
、
雨
も
降
り
出
し

た
の
で
、
剣
尾
山
へ
逃
げ
る
。

剣
尾
、
横
尾
間
は
片
道

一
時
間
強
、

登
頂
だ
け
は
し
た
。
そ
の
後
、
冬
に
も

行

っ
た
が
、
湿
雪
と
時
間
切
れ
の
た
め

失
敗
し
た
。

第
二
の
山
、
ひ
る
が
，
。　
一
九
七
八

年
十
二
月
二
十
六
日
。
松
尾
、
中
西
、

柴
森
、
ぼ
く
の
四
人
が
惨
珈
．
壌
驚
な

い
。
川
西
能
勢
日
か
ら
バ
ス
で
杉
生
の

南
、
清
水
へ
ｃ
ぼ
く
た
ち
が
降
り
る
と

バ
ス
は
空

〓
鮭

前
谷
の
革
道

に
入

る
。
地
図
に
牧
場
と
あ
る
と
こ
ろ
は
、

荒
れ
地
。
四
Ｃ
●
ノ
五
〇
〇
軒
程
度
の

山
に
関
ま
れ
た
ひ
る
が
岳
は
、
単
純
な

形
で
低
い
。
谷
ル
ー
ト
に
入
り
、
小
滝

を
い
く
つ
か
越
し
、
鞍
部

へ
と
登
る
。

山
全
体
が
葉
っ
ば
に
覆
わ
れ
て
い
る
の

で
滑
る
Ｌ
山
原
の
北
の
鞍
部
か
ら
左
へ

な
り
出
贋
に
着
く
。
平
坦
な
松
林
で
三

角
点
も
何
も
な
い
。
柴
森
が
本
に
登
っ

て
だ
ん
で
い
る
。
大
野
山
も
見
え
て
、

す
ご
い
展
望
ら
し
い
。岩
の
上
で
昼
食
。

小
―
一↑
カ
ル」暖
い
。

下
―，
ぽ
ひ
ど
く
急

‐‥な肝
グ
で
、
枝
を

ホ
キ
ボ
キ
折
り
な
が
ら
獣
道
の
よ
う
な

切
り
開
き
を
下
る
。
イ
バ
ラ
に
突
入
し

牧
場
跡
へ
着
く
。
ィ
バ
ラ
に
や
ら
れ
て

軍
手
に
血
が
付
い
て
い
た
。

そ
し
て
最
後
は
、
弥
十
郎
ガ
岳
。　
一

九
Ｌ
九
年

一
月
五
日
。
曇
「
、
残
雪
あ

り
ｃ
参
・加は
　
ヽ
柴
森
、
松
尾
、
中
西
、
ぼ

く
。
城
東
日
置
か
ら
歩
き
、
日
十
九
よ

り
林
道
に
入
る
。
や
が
て
畑
市

へ
分
岐

す
る
鞍
部
に
着
く
。道
は
尾
根
を
巻
き
、

谷
を
渡
っ
て
小
尾
根
に
取

ヽ
り
付
く
。
こ

の
谷
間
は
残
雪
が
多
く
、
早ヽ
春
の
よ
う

だ
。
小
尾
根
を
登
り
き
る
と
櫓
の
あ
る

弥
十
郎
ガ
岳

山

頂

に
着
く
。
林
の
中

】ぼ報耀は融時♂胆わ」瑚̈
で．Ｌヽ

多
紀
連
山
の
岩
稜
が
、
西
に
は
白
髪
■

も
見
え
る
。
東
に
は
奥
谷
峠
南
西
の
七

二
五
ｏ
九
層
峰
、
南
に
は
籠
坊
へ
の
稜

線
が
続
く
。
予
定
よ
り
か
な
り
早
い
。

南
へ
行
く
と
伐
採
地
が
あ
り
、
リ
ス
ら

し
き
も
の
を
見
か
け
た
。

弥
十
郎
ガ
岳
山
■
を
北
に
見
る
所
で

昼
食
。
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
伐
採
地
ま

で
も
ど
り
主
稜
を
進
む
“
ヤ
ブ
に
な
っ

て
き
た
。
下
り
気
味
に
尾
根
を
行
く
。ｃ

類
似
地
形
が
多
く
迷
い
や
す
い
。
赤
松

の
ビ
ー
ク
を
越
え
籠
坊
へ
の
鞍
部
に
着

く
。
西
の
谷
の
方
が
行
き
や
す
そ
う
な

の
で
そ
ち
ら
へ
下
る
。
林
道
に
降
り
つ

き
、
や
が
て
後
川
上
バ
ス
停
に
着
く
。

意
外
ど
楽
だ
っ
た
。
し
か
し
低
い
わ

り
に
は
変
化
も
あ
り
、
、″
図
ヽ
地
形
が

小
さ
く
複
雑
で
、
名
の
あ
る
高
山
よ
り

も
は
る
か
に
難
し
い
と
思
っ
た
。」

抵
い
ヤ
ブ
山
は
、
氷
雪
や
岩
の
山
と

違
っ
た
楽
し
さ
が
あ
り
、
自
分
に
は

一

番
ふ
さ
わ
し
い
登
山
だ
と
思
っ
た
。
同

行
し
た
柴
森
も
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い

た
。

「自
分
の
ヤ
マ
カ
ン
的
な
ル
ー
ト

探
し
が
で
き
る
し
、
ま
た
迷
う
と
い
ヶ

怖
さ
も
あ
る
け
れ
ど
「
そ
れ
を
乗
り
越

え
て
山
麓
に
着
い
た
時
の
、
や
っ
た
ｔ

い
う
感
じ
が
、
ヤ
ブ
山
で
は
す
ご
く
強

い
。
ぼ
く
は
さ
ま
よ
い
歩
く
と
い
う
独

特
な
感
じ
が
好
き
だ
」
と
。
　

　

一

ガ
岳
の
往
復
の
予
定
で
す
。
岩
登
り
も，‐

バ
ト
に
な
ら
ぬ
よ
う
涙
ぐ
ま
ｔ
い
努
力

●
キ
ミ
が
最
近
、
山
で
経
験
し
た
こ
と
、
変

わ
っ
た
山
行
、
沢
歩
き
、
渓
流
下
り
な
ど
、

郡
掛
つ た
つ
つ
畔
嗜
弩
・ 「畔
蟻
字 レ
幸
静
ぃ
麟
≒

澄
く

鋒
鹸

饒

罐

．

「
１
ｌ
Ｊ
豊

中
学
生
山
岳
部
「
北
摂
山
群
を
歩
く

＝
近
藤
浩
平
霊
菫
告
灘

讐

ま
ず
最
初
に
ぼ
く
た
ち
の
志
登
高
会

の
説
明
を
し
た
い
。

会
の
最
大
の
特
色
は
、
中
学
生
の
み

で
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し

か
‘も
指
導
は
■
っ
た
く
受
け
ず
、
わ
ず

″
な
一経
験
と
知
絣
に
よ
つ
で
由
行
が
成

筆
Ｉ
‐，
■

，
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
経
済
的
、

蓄

一一
世
敬

技
術
的
に
も
制
限
さ
れ
、
当

然
■
学
校
か
ら
の
制
限
ヽ
あ
る
。
だ
か

ら
、
六
甲
か
らヽ
比
良
、
一北
ザ
、
南
ア
と

、
　
の
山
岳
部
の
ょ
う
な
も
の
だ
。

中
学
生
が
指
導
も
受
け
ず
に
活
動
し

て
い
る
と
、
大
人
が
ら
の
批
判
が
大
き

い
が
、
ぼ
く
た
ち
か
ら
見
る
と
大
人
の

一　

中
に
こ
そ
批
判
さ
れ
る
べ
き
人

が
多

い
。
山
で
ぼ
ぐ
た
ち
に
頼

っ
て
く
る
人

も
い
る
。
ま
た
志
登
高
会
本
部
と
し
て

は
、
氷
雪
、
岩
の
山
が
高
級
で
あ
る
と

′

い
う
考
え
に
は
納
得
し
な
い
。
ぼ
く
た

・
●
は
あ
り
き
た
り
の
進
み
方
を
し
て
い

な
い
こ
と
に
む
し
ろ
誇
り
を
感
じ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
高
山
、
名
山
ば
か
り
登

る
方
や
、
岳
連
な
ど
の
え
ら
い
方
も
、

決
し
て
無
謀
な
中
学
生
だ
と
言
わ
な
い

で
ほ
し
い
。

・

前
置
き
が
長
く
な
っ
た
け
れ
ど
、
以

下
は
北
摂
の
山
を
登
っ
た
時
の
体
験
記

一
で
あ
る
。

北
摂
―
三
つ
の
ヤ
ブ
山
を
越
え
て

．北
摂
山
群
北
部
、
こ
の
山
域
は
近
畿

一・知以期回は牌け』Ｆ脚れ鞣肝競膨

志登高会の仲間たちと


